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今回、アジア・フィルム・ネットワークでインターンシップをさせていただいて、人をサポートする難

しさとコミュニケーションの大切さを改めて考えさせられました。 
「ものがたり海岸」で小学生の子どもたちと物語をつくる上で、子ども達はどうやって伝えればいいの

か、どうやって新しい発想をうみだしてあげればいいのかをサポートするのはとても難しかったです。 
 また、小学 5・6 年になると男女で意見が分かれたりして、まとめるのに苦労しました。サポートす

る時は、自分もものがたりの材料を集めてきたり、言葉を付け加えたりしました。意見をまとめる時は、

男女の意見を混ぜ合わせるよう説得しました。 
 
「こども県政調査隊」では喧嘩をしてしまう子がいました。子ども達だけで解決するように配慮しまし

たが仲直りさせるのにとても苦労しました。発表資料のまとまりも悪く一時はどうなるかと思いました

が、無事発表も喧嘩もおさまってとてもほっとしました。その日はとても疲れましたが、いい経験がで

きました。 
 
次に、「道後いっぺんさん」で何を出すかとても迷いました。皆に興味を持ってもらう企画を考えまし

たが、いいものが出てきませんでした。3 人で話し合った結果、「バナナプリン」を販売することになり

ました。販売だけでは物足りないので完売させることを目標にしました。反省として、ターゲットを考

えた企画にしようと思いました。 
残念ながら、雨天で中止になりましたが、いろいろなことを考えて企画するのはとても楽しかったです。 
 
たくさんのアドバイスをくれたり、緊張した私をサポートしてくれたり、いろいろとお世話になりまし

た。今回得たことをこれからの就職活動にいかしていけたらと思います。 
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私は、アジア・フィルム・ネットワークでインターンシップ研修をさせて頂き、コミュニケーションを

とることの大切さ、大変さを学びました。 特に、「ものがたり海岸」に参加したときに痛感しました。 
 
また、残念ながら雨天中止となった「道後いっぺんさん」では、企画から全てインターンシップ生で行

わせて頂き、自分達の企画が形になっていく楽しさ、どうすれば成功するか等、学生生活では味わうこ

とのない貴重な体験をさせて頂きました。 
 
インターンシップ研修は自分を見つめなおすよい機会でした。インターンシップで学んだことを今後に

生かせたらと思います。 
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